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1． は じ め に

　Ma13 層 （完新統） お よ び Ma12 層 （更新統）の 海 成

粘土 層 は大 阪平 野部 〜港 湾部 の 地 表付近 に広 く分布 し，

建設 施工 ボーリソ グ時 に は こ れ らの 粘土 層の 層準ま で 調

査 が 行 わ れ て い る 。 大阪湾地 盤情報 の 研究協議 会

（1998〜2003） で は ， 大阪湾〜港湾部 の 約4200 本 の 地

質
・工 学ボー

リ ン グ デー
タ を用 い ，さ らに 大阪平野部の

ボ
ー

リ ン グ デ
ー

タ （関 西 地 盤 情 報 活 用 協 議 会，1995〜

2003） を参考 に して，大 阪 湾ベ イ エ リア の 地 質 に つ い

て の 検討 を行 っ た 1〕
。 現在 で は ，

こ れ らの 協議会が 統合

し て 関西 圏地 盤情報 の 活 用 協議会 （2003〜） とな り ，

大阪堆積盆地の み ならず近畿圏の 平野お よび盆地地 域 の

表層地盤情報を 地質学お よび 地盤工 学 の 両 方か ら相互検

討 し，堆積環境や 変遷に 伴う地盤性状が どの よ うな地 盤

工 学 的 な特徴 に つ な が るの か を 検討 して い る。本 稿で は，

こ の よ う な研 究 に 先 駆 け て ，同 協 議 会 が 保 有 す る 大 阪港

湾部〜西大阪平野部 の ボー
リ ン グ デ

ー
タ約 15000 本を用

い て 表層地 盤の 堆積環境 お よび 構造の 検討を 行った 結果

を報告 す る。

2． 概要および検討方法

　大 阪堆 積盆 地 に は 人 阪層群 が厚 く堆 積 し，盆 地 の 縁 辺

部 で は 主 として 丘陵を構 成 して い る 。 大 阪 層 群 は 第三 紀

鮮新世の 終わ りか ら第四紀更新世 に かけて堆積 した 河川

図　 1

June，2005

地 質 年 代

宛 新 世

驪
後
期

圈
第 更

中 圏
四 新

期 叮
紀 世

亨

ρr
前

賜
霧

呼　　囁
第
三 鮮 新 世

紀 ド

灘

哩累波難13

　

隴
ha7　 上 郡

颱i闇a4　 　 　 　 　 　 大

蜘廴 ＿＿＿＿
闇a2 　　　　　　 阪

斷 下 部 　 層

 
一1

　 　 　 　 群

　 　 　 　 　 　 本 諭 文 の 地 質 区 分

　 　 　 　 　 　 沖積層
・
闇a13 層

天 満 層 　 　 　 　．、　 　 第 1洪 槓 砂 錬 層

　 　 　 　 上 衄 ＿＿＿　　　 ．＿＿−
Ma12上町累磨　 鄙 丘 ＿＿−Ha12層 ．＿＿一

　　　　毒蚤　　　＝ 2洪 積 砂 eere

　 　 　 　 層 一＿一＿一一一＿．
　 　 　 　 　 　 　 よ 　　ほ　

　　　　　　　繍 讌
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大 阪 平 野地 下 の 層序 の 概 要

関西 地 盤情報活用協議 会 （1998）：1）を
・
部修正。

成 の 砂礫 と海 で 堆積 した粘土層 （海成粘⊥ 層）が繰返 す

未 固 結の 堆積層 で あ る。こ の 海 成 粘 土 層 は 約 100万 年 以

降の サ イ ク リ ッ ク な気 候 の 温 暖 化 ・寒 冷化 の 繰返 しの 中

で ， 海 が 拡大 した 時期 （温暖期） に 堆積 した もの で あ

る2）。

　大阪層群の 層序区分 に つ い て は，古 くか ら 多 くの 研 究

報告が なされて い る。そ の 基礎的研究 は主 に平 野 周 辺 の

丘 陵部を中心 と し た もの で あ っ た が，1960年代 に 掘 削

され た 地 盤 沈 下 対 策 の た め の 調 査 ボー
リ ン グ の うち，掘

進 長 907．3m に達す る OD −1 ボーリ ン グ に おい て 行 われ

た 地質学的研究
3〕は，大阪平野部地下 の 層序の 指標で あ

る。現在で は，さらな る 研究に よ り，大阪平野部地下 の

海成粘土 層は，ド位 よ り Ma −1，　 MaO ，　 Ma1 ・− Ma12 ，
Ma13 の 15枚 に区 分さ れ，その うち大阪層群 に相当す る

も の は Ma10 ま で，　 Mall ，　Ma12 は 上 部洪積層 に 相 当

す る も の で ，最 上 位 の Ma13 層 は 沖 積 層 （完 新 統 ） に

相 当 す る4｝。図一 1に 大 阪 平 野 地 下 の 層 序 の 概 要 を 示 す。

　 関西 圏地盤情報 の 活用協議会が現在保有す る約 5 万

図
一2　 地 質ボー

リン グ位置 図

　 　 　 　 丸印は 今 まで地 質分 析が行 わ れ た，主 要 なボ
ー

　 　 　 リ ソ グ の 位置を示 す。星印は 関西 圏地 盤情報の 活

　 　 　 用協議会で 分析を行った ボーリ ン グ を 示 す。
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本 に も お よぶ ボ
ー

リン グ デー
タ は，大 部分が 土 質ボー

リ

ン グか らな り，地質ボー
リ ン グ の 数 は 圧 倒的に 少な い。

本 稿 で い う地 質ボー
リン グ と は ，微化石 分 析や 火 山 灰 分

析 な どの 地 質分析が な され，層序が 判明 して い る もの を

指す。図
一2 に主 な 地 質ボーリソ グ の 位置 を示 す 。 地 質

ボー
リ ン グ に は，鍵層 とな る火山 灰層 （地 表 近 くで は，

主 に ア カ ホ ヤ 火山 灰 と AT 火 山 灰 な ど） が 確 認 さ れ ，

その 降灰年代な どか らそ の 前後 に 見 出さ れ る 海成粘土 層

の ナ ン バ
ー

（以 下 Ma ナ ン バ ーと呼 ぶ ）の 同定 が で き る。

ボー
リ ン グ デー

タ ベ ー
ス に は ，火 pl［灰 層の 記 述 は少 な い

が，各海成粘土 層が対比時 の 鍵層 に な る 。 基 本的な 同定

作業 と して は，層序 が確 定 した地 質 ポー
リ ン グ を基準 と

して ，層相 ，地 質構造 を 加 味 しな が ら各地層を側方の

ボーリン グ へ と対比 す る。±質ボー
リ ン グ の デー

タ と比

較 す る と，海成 粘土 主部 の N 値が Ma13 層 で 0〜2 程 度 ，

Ma12 層 で 5程 度で あ る こ とが 日安 とな る。た だ し，シ

ル トが 混 入 す る と N 値 は変 化 す る の で 注意 が 必 要で あ

る。さ ら に海成 粘 十層の 直上 ， 直下に は海進期 の 初め と

海退 期 の 水 深の 浅 い 時期 に堆積 した と考 え られる砂や シ

ル ト混 じ りの 粘土 が 分布 して ，こ れ を，漸移層 と し，こ

れ らを含め て 海成粘 十一層 の 層準 として 同定 を行 っ た。た

だ し，海成 粘⊥ 層の 上 面 は 上 位 の 堆 積 物 の 堆 積 時 に 削 剥

され る 事が 多 く，こ の 場 合 は粘 土 層 の ．ヒ端 が境界 とな る。

3． 海岸線沿い の断面 と各地域の特徴

　大 阪湾を取 り巻 く海岸線沿 い の 断面を，口 絵写真
一 1

に示 す 。 こ の 海岸線 は 明治時代の 旧海岸線 に沿 っ て 作成

した もの で ある。従来の 自然海岸線 にほ ぼ 平 行 な 断 面で

あ り，地 域 ご との 特 徴 が 顕 著 に表 現 され て い る と考え ら

れ る。図面 左 側 の MY お よび GS−Kl は地質ボー
リン グ
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一3　 神戸 地 域の 地 質断面
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で あ る。新 湊 川付 近 か ら芦 屋 川 ま で の 地 域は 砂礫 が 厚 く，

粘 土 層 の 連 続 性 が悪 い
。 こ れ は，大阪湾 か ら 六 甲山 に至

る地 域 に 多数通過 す る活断層 に よ り，海 成 粘 土 が 変位 を

被 っ て い る もの と考え られ る （1 区 間 ： 神戸地 域 ）。 芦

屋 川〜大和川部 は Ma13 層，　 Ma12 層 共 に
一定 の 深度 に

表 れ る （皿 区問 ： 大阪地 域）。海成 粘 士層 が ほ ぼ 水 平 に

堆積 し て お り，比 較的安定 した堆 積場 で あ っ た と考 え ら

れ ，第 1 洪 積 砂 礫 層 は 淀 川 の 少 し南側 （旧 淀川）で 層

厚 を増 し，河 川 に よ る侵食 （削 り込 み ） と 土 砂の 供給 が

大 きい 事 を示 す。南端 で は ，津守付近 か ら Ma11 〜Ma9

層 の 粘土層が大 き くた わ む。こ の部分は住之 江撓曲が 通

過 す る部 分 で あ り，こ の 部 分 を 皿区 間 との 境界 とす る。

皿区 間は 泉州地 域 で ，海成 粘土 間の 砂礫層が 薄 い こ とが

特徴 で あ る。

　 1〜皿 の 各区間 に お け る，旧 海岸線 に 直交す る断 面 図

を作成 し そ の 特徴 を 示 す 。図
一3 は 神 戸 地 域 の 断 面図で

ある。生 田川 か らポートア イラ ン ドを 通 る南北断面で あ

る。陸 域 に見 られ る砂 礫 層 は，北 側 の 六 甲山地か ら 供給

され た 扇 状 地 性 堆積物で あ り，側方へ の 連続性が極 め て

悪 い 。Ma13 層，　 Ma12 層 は 旧 海 岸線 よ り も海 側 に分 布

し，層厚は 海側で 急激に 厚 くな る。特に海 岸付近 の 末 端

部 で は シ ル ト〜砂 へ と変化 し，堆積時 の 海 浜 に相 当 した

と考 え られ る。第 1洪積砂 礫層 （Dg1 ）層 は他地域 に 比

べ て 厚 く，砂 層優勢で 有機質物 を挟 む特徴 が ある。ロ 絵

写 真一 2は 大 阪 地 域 中央部 を東西方向に 横断 す る断面 図

で あ る。東端は 大阪城 か ら始 ま り，阪神高速築港深江線

（中 央 大 通 り） を通 っ て 新島に 向か う断 面 で あ る。最 も

東側の 上 町 台地 と西 大 阪平 野 部 の 塊 界 部 に上 町 断 層が 通

過 し，各海成粘十 層 の 連続 性 が 不 明瞭 に な る 。 西大阪地

域 で は ，表層部 に 砂 礫 （沖積層），Ma13 層，第 1 洪積

砂 礫層 （Dg1），
　 Ma12 層 が ほ ぼ水平 に堆積 して 分 布す
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一4　 泉州地 域の 地 質断 面
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る。ま た，第 1洪積砂礫層 （Dg1 ） の 中 に 新 た に 連続す

る 粘土 層 を見 出 した。最 も海 側 の 新島 と西 大阪部の 中 之

島に お い て地 質 分 析 （微 化 石 総 合分析等）を 行 っ た と こ

ろ 非海成 の 堆積物 で あ り，かつ Ma13 層 との 間 に 明瞭

な 砂 層 を 挟 む こ とか ら Ma13 層 の 漸 移 層 で は な く，
Ma13 層堆積前 の 粘土 層 （非 海成 ）で あ る可能性 が 高

い
1〕

。 こ れ は 藤 田
・前 出

51が 示 す 南 港 層中 部粘土 層 に 対

比 され る と考 え られ る。ま た こ の 地域の Ma12 層 は．L
部 に シ ル ト質 の 漸 移 層 を含 まず，上 位の 礫 層に よ り削 り

込 み を 受 け て い る。図
一 4 は 泉 州地 域 の 南東

一
北 西 方向

の地質断 面 図 で あ る 。 陸 域 部 には 砂礫層が 分布 し，旧 海

岸線 よ りも海側で 粘土 層が 何枚か 確認 され る。海 岸線 よ

り も 2km ぽ ど沖合 の ボ
ー

リン グ に 見 られ る 粘土 層 は

Ma13 層 で あ り，そ の ト位 に 見 られ る Ma12 層 は 海岸線

近 く ま で 分 布 し，そ の 下 位 に は Ma11 層 ，　 Ma10 層，
Ma9 層 が 見 られ る 。 こ れ らの 検討結果に よ る，各地 域

の 模式断面図を図
一5 に示す。以上の 記述に 対 す る平面

的な各海成粘土の 分布 を ロ 絵写真
一 3お よび ロ 絵写真

一

4 に 示 す。

4． 表層部の 地質構造

　表層部の 地 層の 連続性 お よび そ の 分布を知 る こ とは，

地 下 部 に 存在 す る 活断層 （活撓曲） の 地 表付 近 で の 特徴

を知 る L で 重要 で あ る。本稿で は，特 に 神 戸 港 湾 地 域 の

大阪湾断層 お よび 大阪 平 野部の 上 町 断層に よ る表層構造

に つ い て 述べ る。神戸 港湾地 域 に は 大阪湾断層の 北 端部

が北東
一
南 西 方向 に 複数 に 分 岐 して 分布 す るが ，地 表 付

近 の 断 面で は Ma12 層 の 変位 が 顕 著 で あ り，特 に ボー

トア イ ラ ン ド と和 田岬 ，さ ら にポートア イ ラ ン ドと六 甲

ア イラ ン ド間 に顕 著 な不 連続 が確認 され る。こ れは，和

田 岬断層 お よ び摩耶断層の 通過 に 伴うもの と考 え られ る

（図
一 6）。

　大阪平 野 部の 上 町 断 層で は，Ma12 層 が撓 曲 や 断 層 付

近 で 消滅 す る な どの 変 化 が確 認 され，上 町 台 地 上 に お い

て は Ma12 層 よ り も下 位 の 粘 土 層 の 不 連続な どが 確認

さ れ る 。 こ れらの 諸現象はおおむね上町断層お よび そ の

分岐断層 で ある桜川撓曲お よび 住 之江 燒 曲上 に 見 られ る

構造 で ある
6 ） （図

一 7）。

　い ずれ の 場合に お い て も，地層の 不連続や た わ み な ど

の 構 造 は，地 震動 が地 表 に 伝 わ る 際 に 特異 な 揺 れ を 発 生

す る な どの 可能性 が ある こ とか ら，防災上 の 問題点の 抽

出 に 人 き く貢献 す る こ とが で きる。

5．　 お わ り に

　大阪堆積盆 地 内に お け る ボー
リ ン グ デー

タ を用 い た 表

層 の 堆 積環 境 お よ び地 質構 造 の 解 明 は，研究が 進む に つ

れ て よ り詳細 に な っ て きた。こ れ ら の 情報は 堆積環境の

特 徴 を抽 出 す るば か りで な く，地 盤特性 の 解明 に も大 き

く寄与 す る と考 え られ て い る。今後地 質学 的堆積環境の

研究成果 を基 に 各地 域の 地 盤工 学 的 特 性 との 因 果関係を

明 らか に し，各地 盤特性 を生 か した 地 域 の 開発あ る い は

防災に役立 て た い と考 え て い る。

June，2005
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図
一7　 大 阪 平 野表層部 の 地質構造 61

　　　 ★ ： 反 射法 地 震 探 査 で 構 造 が 確認 さ れ た 箇 所，
　　　 ● ：Ma12 層の 撓曲 が 見 られ た 箇所 （ボーリ ン グ

　　　 デー
タ よ り ），▲ ； Ma12 層 が 側 方 に連 続 しな く

　　　 な る 箇所 （ボー
リン グ デー

タ よ り），圏 ： Ma12

　　　 層 よ り下位 の 地 層が 側方に 連続 しな くな る箇所

　　　 （ボーリ ン グ デー
タ よ り），←1→ ： Ma12 層 よ り

　　　　ト位 の 地層 に み られ る背 斜の 軸，ハ ッ チ 部 分 ：

　　　 Ma12層 の 出現眼 界。左 上 の 断 層分 布図は 国土 地

　　　 理院発行の 都市圏 活断層 図
7
’
，
　 （1996 ）で あ る。
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